
 

【 水の里の旅コンテスト２０１９ 応募企画 】 

【 一般部門 】  

茨城町×茨城町地域おこし協力隊 

『Go!Go! FUN RIDE イバラキマチ ～自転車を積んで茨城町へ のんびりいなか町をサイクリング！～』 

（観光地域：茨城県 東茨城郡 茨城町） 

【  日 程  】 日帰り ・ １泊２日  

【 実施時期 】 春 ・ 夏 ・ 秋  

【 催行人員 】   1 名（最少催行人員：1 名） 【 お勧めする旅行者層 】 1 人、友人同士、親子等 

【 旅行代金 】 
2000～5000 円 

（大人 1名） 

 【 内 訳 】 

宿泊費のみ。食事などはそれぞれのご希望で。 

親沢公園キャンプ場、広浦公園キャンプ場、涸沼自然公園キャンプ場：テント 1張 2000 円 

涸沼自然公園キャンプ場：オートサイト 1泊 1区画 5000 円 

※シャワーは別料金 

【 企画趣旨（伝えたいポイント及び旅行者が満足するポイント） 】 

茨城県のほぼ中央に位置する「茨城町（いばらきまち）」は、水と緑が豊かな町です。 
基幹産業は農業。電⾞は通っておらず駅はありません。主な交通機関は⾞やバスです。 
 
町には、人々の暮らしと手つかずの自然が共存する「涸沼（ひぬま）」という湖があります。 
2015年にラムサール条約湿地に登録された涸沼は、海水と淡水が混じり合う汽水湖で、 
全国でも有名なヤマトシジミの産地であるほか、ハゼや白魚、ボラ、ニホンウナギなどが生息。 
涸沼は私たちにたくさんの恵みをもたらせてくれています。 
また、涸沼のほとりから望む朝日や夕日は格別の美しさで、何度⾒ても飽きることはありません。 
 
町では今年度、町内の飲⾷店等の施設に協⼒いただき、「サイクルサポートスポット」15カ所を設置。 
手づくりのサイクルスタンドを設置するほか、空気入れや工具、トイレの貸し出しなど、サイクリングを楽しむ人たちのサポートを開始しました。 
 
そこで、今回の水のめぐみとふれあう水の⾥の旅は、「茨城町ならではのいなか道をのんびりと⾛るサイクリング＆キャンプの旅」を提案いたします。 
涸沼沿いのサイクリングロードを自転⾞で⾛りながら、美しい水辺の景⾊を眺めることができるほか、 
涸沼周辺には 3カ所のキャンプ場があるので、一日中自然を満喫することが可能です。 
 
涸沼を中⼼としたサイクリングでは、⿃たちが湖⾯から空へと⾶び⽴つ姿、 
⻘々とした⽥んぼや⻩⾦⾊に輝く⻨畑のほか、⾛る自転⾞の⾜元に咲く菜の花など、 
有名な観光地ではありませんが、茨城町ならではの素朴な魅⼒を感じていただける、そんな旅を提供することができます。 
 
都会の方には日常を忘れ、ゆっくりと自然が満喫できる旅を。 
地元の方には⾞で⾛る時とは違った視点で、季節の移ろいをダイレクトに感じることができる旅を。 
 
…茨城町ならでは水の⾥の旅をお楽しみください。 

【 安全確保のための配慮 】 【 旅行者の満足感を高めるための工夫、快い旅行にするための配慮 】 

サイクリングを安心して楽しんでいただくため、町内では今年度より

「サイクルサポートスポット」15カ所を設置。 

サイクルスタンド、空気入れ、工具、トイレを貸し出しするほか、雨宿

りや休憩ができる場所としてご利用いただけるようになりました。 

サイクリング中に気軽に立ち寄れる「立ち寄りスポット」12 カ所を設け、涸

沼自然公園の木を利用したサイクルスタンドを設置。 

今年度よりサイクリングガイドを作成し、町の史跡やビュースポットを紹介

するほか、サイクリングで見つけた景色をインスタグラムでタグ付け投稿し

共有できるようにするなど、情報提供を行っています。 

【 特記事項 】 

※上記内容は予定です。ツアーという形ではなく、個人で楽しんでいた 

だくことを目的としています。 

※アクセスについて。町には電車が通っていないため、駅がありません。 

茨城町にお越しいただく際にはお車に自転車やキャンプ道具等を積んで 

お越しいただくことをお勧めします。電車や高速バスをご利用の方は、 

お手数ですが輪行の可否をお確かめください。 



【 催行実績 】 無  

【 行 程 表 】 

１日目 

広浦公園第 2駐車場に車を停める→自転車をおろし汽水湖涸沼沿いをサイクリング→キャンプ場でキャンプ。 

親沢公園、広浦公園、涸沼自然公園のほか、小幡城跡などの史跡を見学。 

町内のサイクルサポートスポットや立ち寄りスポットでは、茨城町ならではの食材を活かした地元グルメも楽しめます。 

また、町内にはビュースポットが点在しているので、撮影した写真をインスタグラムでタグ付け投稿し、共有する楽しみ方も！ 

思い思いの自転車の旅をお楽しみください。 

２日目 キャンプ場で朝を迎え、荷物をまとめ帰る。 

 
 

 

【 主な観光ポイント（観光地・観光箇所の歴史、由来、土産品など） 】 

【 公園・キャンプ場 1 】 【 公園・キャンプ場 2 】 【 公園・キャンプ場 3 】 

 

 

 

  

   

【親沢公園・親沢公園キャンプ場】 

砂浜に松林が広がる風情のある公園。涸沼へ沈む

夕日と遠くに望む筑波山の姿は絶景。まさにビュ

ースポットです。 

冬には白鳥のほか、たくさん水鳥の姿を見ること

ができます。 

園内ではキャンプやバーベキュー、釣りなども楽

しめます。「親沢の一つ松」を詠んだ徳川光圀公

の句碑が残されている茨城県指定の名勝。 

【広浦公園・広浦公園キャンプ場】 

涸沼の湖面に映る中秋の名月を「広浦の秋月」と

して水戸藩第 9 代藩主徳川斉昭公が水戸八景に

選んだ景勝地。 

夏には涸沼の湖上に船山車が浮かぶ「あんばまつ

り」という珍しいおまつりが行われます。幻想的

な雰囲気の中、狐やひょっとこ、オカメが舞い、

フィナーレには湖上で花火があがります。 

【涸沼自然公園・涸沼自然公園キャンプ場】 

涸沼湖畔に広がる自然の地形を活かした 34.5ｈ

a（東京ドーム 7 個分）の自然公園。初夏には約

30 種類 1 万株の色鮮やかなあじさいが広大な敷

地に咲き誇ります。 

園内にはテントサイトやオートキャンプ場、バー

ベキューハウスの他、売店「いととんぼ」も。自

然にふれあい、楽しむことができるスポットで

す。 

 



 
【 ビュースポット 1 】 【 ビュースポット 2 】 【 ビュースポット 3 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【ビュースポット 一本の木】 

サイクリングロード沿いにポツンと立つ１本の

木。青空にも夕焼け空にも映える印象的な木で

す。 

サイクリングロードの奥には涸沼が広がってい

ます。 

 

【ビュースポット 桟橋】 

自転車を停めて、草をかき分け涸沼へと近づいて

いくと突然あらわれる桟橋。 

町のファンクラブ「いば３ふるさとサポーターズ

クラブ」の季刊誌の表紙撮影にも使われた場所。 

ここで撮影をするとステキな写真が撮れるかも

しれません。 

【ビュースポット 田んぼと麦畑】 

小麦畑や田んぼの間にある道を自転車で走り抜

けます。 

季節によって見え方が違いますが、それぞれの季

節ごとに楽しみがあります。 

【 ビュースポット 4 】 【 史跡 】 【 サイクリングロード 】 

 

 

観光箇所の画像などを添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光箇所の画像などを添付 

 

 

 

 

 

 

【水鳥のいる風景】 

自転車でサイクリングロードを走ると、日向ぼっ

こをしていた鳥たちが飛び立つ姿などを見るこ

とができます。 

サギやカワウ、白鳥などは見る機会も多いです。 

冬になると、涸沼にはたくさんの渡り鳥たちがや

ってきます。毎年 2月ごろになると、天然記念物

のオオワシが涸沼を訪れます。 

 

【小幡城跡】 

戦国時代の城跡がほとんど手つかずのまま残っ

ている小幡城跡。光を遮るように木々が生い茂っ

た森の中、水のない空堀や土塁が複雑に入り組

み、まるで巨大迷路のよう。 

本丸にある井戸跡には、落城の時に金の鳥を抱い

たお姫様が身を投げたという言い伝えも。町指定

史跡。虫よけ対策が必須です！ 

【いなか道をのんびりと】 

目の前に涸沼が広がり、とても気持ちのいい道が

あります。 

中には道が整備されていないところもあります

が、でこぼこ道もありのまま、楽しんでいただけ

ればと思います。 

のんびり自転車で走ると道端の花などに気が付

き、自然をより近くに感じることができます。 

誰かに共有したくなるような美しい景色に出会

える自転車の旅です。 



【 サイクルサポートスポット 】 【 立ち寄りスポット 】 

  

  

【サイクルサポートスポット】 

町内では今年度より「サイクルサポートスポッ

ト」15 カ所を設置。サイクルスタンド、空気入

れ、工具、トイレを貸し出しするほか、雨宿りや

休憩ができる場所としてご利用いただけるよう

になりました。あわせてサイクリングガイドも制

作しています。 

↓モデルコースはこちらからご覧になれます。 

【立ち寄りスポット】 

サイクルサポートスポットと立ち寄りスポット

を設置することで、より町内のサイクリングを楽

しんでいただけるようになりました。 

涸沼のシジミをお土産に買えるお店、シジミラー

メンを食べることのできるお店のほか、ふんわり

やわらかい米粉パンにお肉屋さん自慢のメンチ

カツ、昔から変わらない味のみそまんじゅう、町

内産小麦をはじめとした野菜を使ったピザなど、

地元のグルメ店がたくさんありますので、お気軽

にお立ち寄りください。 

 

http://www.town.ibaraki.lg.jp/ikkrwebBrowse/material/image/
group/38/guideomote.jpg 

http://www.town.ibaraki.lg.jp/ikkrwebBrowse/material/image
/group/38/guideura.jpg 

●サイクリングガイド表 

●サイクリングガイド裏 

https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=14m7ZQZwa8W4KsGYk5VF5
x9SatIhcsa0D&ll=36.28190011619214%2C140.43964274999996&z=12 
https://drive.google.com/open?id=14m7ZQZwa8W4KsGYk5VF5x9SatIhcsa0D
&usp=sharing 


